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日 
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国 
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改 
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草 
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現
行
憲
法 

目
次 

 

前
文 

 

第
一
章 

天
皇
（
第
一
条
―
第
八
条
） 

 

第
二
章 

安
全
保
障
（
第
九
条
―
第
九
条
の
三
） 

 

第
三
章 

国
民
の
権
利
及
び
義
務
（
第
十
条
―
第
四
十
条
） 

 

第
四
章 

国
会
（
第
四
十
一
条
―
第
六
十
四
条
の
二
） 

 

第
五
章 

内
閣
（
第
六
十
五
条
―
第
七
十
五
条
） 

 

第
六
章 

司
法
（
第
七
十
六
条
―
第
八
十
二
条
） 

 

第
七
章 

財
政
（
第
八
十
三
条
―
第
九
十
一
条
） 

 

第
八
章 

地
方
自
治
（
第
九
十
二
条
―
第
九
十
七
条
） 

 

第
九
章 

緊
急
事
態
（
第
九
十
八
条
・
第
九
十
九
条
） 

 

第
十
章 

改
正
（
第
百
条
） 

 

第
十
一
章 

最
高
法
規
（
第
百
一
条
・
第
百
二
条
） 

 （
前
文
） 

日
本
国
は
、
長
い
歴
史
と
固
有
の
文
化
を
持
ち
、
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
る

天
皇
を

戴
い
た
だ

く
国
家
で
あ
っ
て
、
国
民
主
権
の
下
、
立
法
、
行
政
及
び
司
法
の
三

権
分
立
に
基
づ
い
て
統
治
さ
れ
る
。 

我
が
国
は
、
先
の
大
戦
に
よ
る
荒
廃
や
幾
多
の
大
災
害
を
乗
り
越
え
て
発
展

し
、
今
や
国
際
社
会
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
平
和
主
義
の
下
、

諸
外
国
と
の
友
好
関
係
を
増
進
し
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
に
貢
献
す
る
。 

日
本
国
民
は
、
国
と
郷
土
を
誇
り
と
気
概
を
持
っ
て
自
ら
守
り
、
基
本
的
人

権
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
和
を
尊
び
、
家
族
や
社
会
全
体
が
互
い
に
助
け
合

っ
て
国
家
を
形
成
す
る
。 

我
々
は
、
自
由
と
規
律
を
重
ん
じ
、
美
し
い
国
土
と
自
然
環
境
を
守
り
つ
つ
、

教
育
や
科
学
技
術
を
振
興
し
、
活
力
あ
る
経
済
活
動
を
通
じ
て
国
を
成
長
さ
せ

る
。 日

本
国
民
は
、
良
き
伝
統
と
我
々
の
国
家
を
末
永
く
子
孫
に
継
承
す
る
た

め
、
こ
こ
に
、
こ
の
憲
法
を
制
定
す
る
。 

              （
前
文
） 

 

日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代
表
者
を
通
じ
て
行
動

し
、
わ
れ
ら
と
わ
れ
ら
の
子
孫
の
た
め
に
、
諸
国
民
と
の
協
和
に
よ
る
成
果
と
、

わ
が
国
全
土
に
わ
た
つ
て
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を
確
保
し
、
政
府
の
行
為
に

よ
つ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を
確
定
す
る
。
そ

も
そ
も
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
権
威
は

国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利

は
国
民
が
こ
れ
を
享
受
す
る
。
こ
れ
は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
こ
の
憲
法

は
、
か
か
る
原
理
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は
、
こ
れ
に
反
す
る
一
切
の

憲
法
、
法
令
及
び
詔
勅
を
排
除
す
る
。 

 

日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇

高
な
理
想
を
深
く
自
覚
す
る
の
で
あ
つ
て
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と

信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
。
わ

れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に

※ 

主
な
（
実
質
的
な
）
修
文
事
項
に
つ
い
て
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
で
表
記 



 

 

二 

 

  

      

 

第
一
章 

天
皇 

 

（
天
皇
） 

第
一
条 

天
皇
は
、
日
本
国
の
元
首
で
あ
り
、
日
本
国
及
び
日
本
国
民
統
合
の

象
徴
で
あ
っ
て
、
そ
の
地
位
は
、
主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
の
総
意
に
基
づ

く
。 

 

 

（
皇
位
の
継
承
） 

第
二
条 

皇
位
は
、
世
襲
の
も
の
で
あ
っ
て
、
国
会
の
議
決
し
た
皇
室
典
範
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
継
承
す
る
。 

 

（
国
旗
及
び
国
歌
） 

第
三
条 

国
旗
は
日
章
旗
と
し
、
国
歌
は
君
が
代
と
す
る
。 

 

２ 

日
本
国
民
は
、
国
旗
及
び
国
歌
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
元
号
） 

第
四
条 

元
号
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
皇
位
の
継
承
が
あ
っ
た

と
き
に
制
定
す
る
。 

 

（
天
皇
の
権
能
） 

第
五
条 

天
皇
は
、
こ
の
憲
法
に
定
め
る
国
事
に
関
す
る
行
為
を
行
い
、
国
政

に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い
。 

除
去
し
よ
う
と
努
め
て
ゐ
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た

い
と
思
ふ
。
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免

か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

 

わ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無

視
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
政
治
道
徳
の
法
則
は
、
普
遍
的
な
も
の
で

あ
り
、
こ
の
法
則
に
従
ふ
こ
と
は
、
自
国
の
主
権
を
維
持
し
、
他
国
と
対
等
関

係
に
立
た
う
と
す
る
各
国
の
責
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。 

 

日
本
国
民
は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
と

目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
誓
ふ
。 

 

第
一
章 

天
皇 

  

第
一
条 

天
皇
は
、
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
つ

て
、
こ
の
地
位
は
、
主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
の
総
意
に
基
く
。 

   

第
二
条 

皇
位
は
、
世
襲
の
も
の
で
あ
つ
て
、
国
会
の
議
決
し
た
皇
室
典
範
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
継
承
す
る
。 

  

第
三
条 

天
皇
の
国
事
に
関
す
る
す
べ
て
の
行
為
に
は
、
内
閣
の
助
言
と
承
認

を
必
要
と
し
、
内
閣
が
、
そ
の
責
任
を
負
ふ
。 

〔
新
設
〕 

  
〔
新
設
〕 

   

第
四
条 

天
皇
は
、
こ
の
憲
法
の
定
め
る
国
事
に
関
す
る
行
為
の
み
を
行
ひ
、

国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い
。 



 

三 

〔
削
除
〕 

  

〔
削
除
〕 

    

（
天
皇
の
国
事
行
為
等
） 

第
六
条 

天
皇
は
、
国
民
の
た
め
に
、
国
会
の
指
名
に
基
づ
い
て
内
閣
総
理
大

臣
を
任
命
し
、
内
閣
の
指
名
に
基
づ
い
て
最
高
裁
判
所
の
長
で
あ
る
裁
判
官

を
任
命
す
る
。 

   

２ 

天
皇
は
、
国
民
の
た
め
に
、
次
に
掲
げ
る
国
事
に
関
す
る
行
為
を
行
う
。 

 

一 

憲
法
改
正
、
法
律
、
政
令
及
び
条
約
を
公
布
す
る
こ
と
。 

二 

国
会
を
召
集
す
る
こ
と
。 

三 

衆
議
院
を
解
散
す
る
こ
と
。 

 

四 

衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
及
び
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
の
施
行
を
公

示
す
る
こ
と
。 

五 

国
務
大
臣
及
び
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
国
の
公
務
員
の
任
免
を
認

証
す
る
こ
と
。 

六 

大
赦
、
特
赦
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
復
権
を
認
証
す
る
こ
と
。 

七 

栄
典
を
授
与
す
る
こ
と
。 

八 

全
権
委
任
状
並
び
に
大
使
及
び
公
使
の
信
任
状
並
び
に
批
准
書
及
び

法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
外
交
文
書
を
認
証
す
る
こ
と
。 

 

九 

外
国
の
大
使
及
び
公
使
を
接
受
す
る
こ
と
。 

十 

儀
式
を
行
う
こ
と
。 

  

３ 

天
皇
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
二
項
の
行
為
を
委
任
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

② 

天
皇
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
国
事
に
関
す
る
行
為
を

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
五
条 

皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
摂
政
を
置
く
と
き
は
、
摂
政

は
、
天
皇
の
名
で
そ
の
国
事
に
関
す
る
行
為
を
行
ふ
。
こ
の
場
合
に
は
、
前

条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

  

第
六
条 

天
皇
は
、
国
会
の
指
名
に
基
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
を
任
命
す
る
。 

  

② 

天
皇
は
、
内
閣
の
指
名
に
基
い
て
、
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
を
任

命
す
る
。 

 

第
七
条 

天
皇
は
、
内
閣
の
助
言
と
承
認
に
よ
り
、
国
民
の
た
め
に
、
左
の
国

事
に
関
す
る
行
為
を
行
ふ
。 

一 

憲
法
改
正
、
法
律
、
政
令
及
び
条
約
を
公
布
す
る
こ
と
。 

二 

国
会
を
召
集
す
る
こ
と
。 

三 

衆
議
院
を
解
散
す
る
こ
と
。 

四 

国
会
議
員
の
総
選
挙
の
施
行
を
公
示
す
る
こ
と
。 

 

五 

国
務
大
臣
及
び
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
官
吏
の
任
免
並
び
に
全
権

委
任
状
及
び
大
使
及
び
公
使
の
信
任
状
を
認
証
す
る
こ
と
。 

六 

大
赦
、
特
赦
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
復
権
を
認
証
す
る
こ
と
。 

七 

栄
典
を
授
与
す
る
こ
と
。 

八 

批
准
書
及
び
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
外
交
文
書
を
認
証
す
る
こ
と
。 

 
九 
外
国
の
大
使
及
び
公
使
を
接
受
す
る
こ
と
。 

十 
儀
式
を
行
ふ
こ
と
。 

 

第
四
条 

（
略
） 

② 

天
皇
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
国
事
に
関
す
る
行
為
を

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 



 

 

四 

４ 

天
皇
の
国
事
に
関
す
る
全
て
の
行
為
に
は
、
内
閣
の
進
言
を
必
要
と
し
、

内
閣
が
そ
の
責
任
を
負
う
。
た
だ
し
、
衆
議
院
の
解
散
に
つ
い
て
は
、
内
閣

総
理
大
臣
の
進
言
に
よ
る
。 

５ 

第
一
項
及
び
第
二
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
天
皇
は
、
国
又
は
地
方
自

治
体
そ
の
他
の
公
共
団
体
が
主
催
す
る
式
典
へ
の
出
席
そ
の
他
の
公
的
な

行
為
を
行
う
。 

  

（
摂
政
） 

第
七
条 

皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
摂
政
を
置
く
と
き
は
、
摂
政

は
、
天
皇
の
名
で
、
そ
の
国
事
に
関
す
る
行
為
を
行
う
。 

 

２ 

第
五
条
及
び
前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
摂
政
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

  

（
皇
室
へ
の
財
産
の
譲
渡
等
の
制
限
） 

第
八
条 

皇
室
に
財
産
を
譲
り
渡
し
、
又
は
皇
室
が
財
産
を
譲
り
受
け
、
若
し

く
は
賜
与
す
る
に
は
、
法
律
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
国
会
の
承
認
を
経
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  
 

 

第
二
章 

安
全
保
障 

 

（
平
和
主
義
） 

第
九
条 

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希

求
し
、
国
権
の
発
動
と
し
て
の
戦
争
を
放
棄
し
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
及
び
武

力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
用
い
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
自
衛
権
の
発
動
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。 

  

（
国
防
軍
） 

第
九
条
の
二 

我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
を
最
高
指
揮
官
と
す
る
国
防
軍
を
保
持
す
る
。 

２ 

国
防
軍
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
任
務
を
遂
行
す
る
際
は
、
法
律
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
会
の
承
認
そ
の
他
の
統
制
に
服
す
る
。 

３ 

国
防
軍
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
活
動
の
ほ

か
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
を
確
保
す

第
三
条 

天
皇
の
国
事
に
関
す
る
す
べ
て
の
行
為
に
は
、
内
閣
の
助
言
と
承
認

を
必
要
と
し
、
内
閣
が
、
そ
の
責
任
を
負
ふ
。 

 

〔
新
設
〕 

    

第
五
条 

皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
摂
政
を
置
く
と
き
は
、
摂
政

は
、
天
皇
の
名
で
そ
の
国
事
に
関
す
る
行
為
を
行
ふ
。
こ
の
場
合
に
は
、
前

条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

   

第
八
条 

皇
室
に
財
産
を
譲
り
渡
し
、
又
は
皇
室
が
、
財
産
を
譲
り
受
け
、
若

し
く
は
賜
与
す
る
こ
と
は
、
国
会
の
議
決
に
基
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

第
二
章 

戦
争
の
放
棄 

  

第
九
条 

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希

求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、

国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。 

② 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保

持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。 

  

〔
新
設
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五 

る
た
め
に
国
際
的
に
協
調
し
て
行
わ
れ
る
活
動
及
び
公
の
秩
序
を
維
持
し
、

又
は
国
民
の
生
命
若
し
く
は
自
由
を
守
る
た
め
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。 

４ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
防
軍
の
組
織
、
統
制
及
び
機
密
の
保

持
に
関
す
る
事
項
は
、
法
律
で
定
め
る
。 

５ 

国
防
軍
に
属
す
る
軍
人
そ
の
他
の
公
務
員
が
そ
の
職
務
の
実
施
に
伴
う

罪
又
は
国
防
軍
の
機
密
に
関
す
る
罪
を
犯
し
た
場
合
の
裁
判
を
行
う
た
め
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
防
軍
に
審
判
所
を
置
く
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
被
告
人
が
裁
判
所
へ
上
訴
す
る
権
利
は
、
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

  

（
領
土
等
の
保
全
等
） 

第
九
条
の
三 

国
は
、
主
権
と
独
立
を
守
る
た
め
、
国
民
と
協
力
し
て
、
領
土
、

領
海
及
び
領
空
を
保
全
し
、
そ
の
資
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  
 
 

 

第
三
章 

国
民
の
権
利
及
び
義
務 

 

 

（
日
本
国
民
） 

第
十
条 

日
本
国
民
の
要
件
は
、
法
律
で
定
め
る
。 

 

（
基
本
的
人
権
の
享
有
） 

第
十
一
条 

国
民
は
、
全
て
の
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
。
こ
の
憲
法
が
国
民

に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
で
あ

る
。 

 

（
国
民
の
責
務
） 

第
十
二
条 

こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断

の
努
力
に
よ
り
、
保
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
民
は
、
こ
れ
を
濫
用

し
て
は
な
ら
ず
、
自
由
及
び
権
利
に
は
責
任
及
び
義
務
が
伴
う
こ
と
を
自
覚

し
、
常
に
公
益
及
び
公
の
秩
序
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
人
と
し
て
の
尊
重
等
） 

第
十
三
条 

全
て
国
民
は
、
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸
福

            

〔
新
設
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第
三
章 

国
民
の
権
利
及
び
義
務 

  

第
十
条 

日
本
国
民
た
る
要
件
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。 

  

第
十
一
条 

国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ

の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久

の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。 

  
第
十
二
条 

こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断

の
努
力
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
国
民
は
、

こ
れ
を
濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
常
に
公
共
の
福
祉
の
た
め
に

こ
れ
を
利
用
す
る
責
任
を
負
ふ
。 

  

第
十
三
条 

す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び



 

 

六 

追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
公
益
及
び
公
の
秩
序
に
反
し
な

い
限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

（
法
の
下
の
平
等
） 

第
十
四
条 

全
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、

障
害
の
有
無
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社

会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。 

２ 

華
族
そ
の
他
の
貴
族
の
制
度
は
、
認
め
な
い
。 

３ 

栄
誉
、
勲
章
そ
の
他
の
栄
典
の
授
与
は
、
現
に
こ
れ
を
有
し
、
又
は
将
来

こ
れ
を
受
け
る
者
の
一
代
に
限
り
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 

  

（
公
務
員
の
選
定
及
び
罷
免
に
関
す
る
権
利
等
） 

第
十
五
条 

公
務
員
を
選
定
し
、
及
び
罷
免
す
る
こ
と
は
、
主
権
の
存
す
る
国

民
の
権
利
で
あ
る
。 

２ 

全
て
公
務
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
い
。 

 

３ 

公
務
員
の
選
定
を
選
挙
に
よ
り
行
う
場
合
は
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
成
年

者
に
よ
る
普
通
選
挙
の
方
法
に
よ
る
。 

４ 

選
挙
に
お
け
る
投
票
の
秘
密
は
、
侵
さ
れ
な
い
。
選
挙
人
は
、
そ
の
選
択

に
関
し
、
公
的
に
も
私
的
に
も
責
任
を
問
わ
れ
な
い
。 

  

（
請
願
を
す
る
権
利
） 

第
十
六
条 

何
人
も
、
損
害
の
救
済
、
公
務
員
の
罷
免
、
法
律
、
命
令
又
は
規

則
の
制
定
、
廃
止
又
は
改
正
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
、
平
穏
に
請
願
を
す
る

権
利
を
有
す
る
。 

 

２ 

請
願
を
し
た
者
は
、
そ
の
た
め
に
い
か
な
る
差
別
待
遇
も
受
け
な
い
。 

  

（
国
等
に
対
す
る
賠
償
請
求
権
） 

第
十
七
条 

何
人
も
、
公
務
員
の
不
法
行
為
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
又
は
地
方
自
治
体
そ
の
他
の
公
共
団
体

幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い

限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。 

   

第
十
四
条 

す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
つ
て
、
人
種
、
信
条
、
性

別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係

に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。 

② 

華
族
そ
の
他
の
貴
族
の
制
度
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。 

③ 

栄
誉
、
勲
章
そ
の
他
の
栄
典
の
授
与
は
、
い
か
な
る
特
権
も
伴
は
な
い
。

栄
典
の
授
与
は
、
現
に
こ
れ
を
有
し
、
又
は
将
来
こ
れ
を
受
け
る
者
の
一
代

に
限
り
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 

  

第
十
五
条 

公
務
員
を
選
定
し
、
及
び
こ
れ
を
罷
免
す
る
こ
と
は
、
国
民
固
有

の
権
利
で
あ
る
。 

② 

す
べ
て
公
務
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
つ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な

い
。 

③ 

公
務
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
成
年
者
に
よ
る
普
通
選
挙
を
保
障
す
る
。 

 

④ 

す
べ
て
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。

選
挙
人
は
、
そ
の
選
択
に
関
し
公
的
に
も
私
的
に
も
責
任
を
問
は
れ
な
い
。 

  

第
十
六
条 

何
人
も
、
損
害
の
救
済
、
公
務
員
の
罷
免
、
法
律
、
命
令
又
は
規

則
の
制
定
、
廃
止
又
は
改
正
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
、
平
穏
に
請
願
す
る
権

利
を
有
し
、
何
人
も
、
か
か
る
請
願
を
し
た
た
め
に
い
か
な
る
差
別
待
遇
も

受
け
な
い
。 

   

第
十
七
条 

何
人
も
、
公
務
員
の
不
法
行
為
に
よ
り
、
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
又
は
公
共
団
体
に
、
そ
の
賠
償
を
求
め



 

七 

に
、
そ
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
（
身
体
の
拘
束
及
び
苦
役
か
ら
の
自
由
） 

第
十
八
条 
何
人
も
、
そ
の
意
に
反
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
的
又

は
経
済
的
関
係
に
お
い
て
身
体
を
拘
束
さ
れ
な
い
。 

 

２ 

何
人
も
、
犯
罪
に
よ
る
処
罰
の
場
合
を
除
い
て
は
、
そ
の
意
に
反
す
る
苦

役
に
服
さ
せ
ら
れ
な
い
。 

 

（
思
想
及
び
良
心
の
自
由
） 

第
十
九
条 

思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、
保
障
す
る
。 

 

（
個
人
情
報
の
不
当
取
得
の
禁
止
等
） 

第
十
九
条
の
二 

何
人
も
、
個
人
に
関
す
る
情
報
を
不
当
に
取
得
し
、
保
有
し
、

又
は
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
信
教
の
自
由
） 

第
二
十
条 

信
教
の
自
由
は
、
保
障
す
る
。
国
は
、
い
か
な
る
宗
教
団
体
に
対

し
て
も
、
特
権
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。 

 

２ 

何
人
も
、
宗
教
上
の
行
為
、
祝
典
、
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を

強
制
さ
れ
な
い
。 

３ 

国
及
び
地
方
自
治
体
そ
の
他
の
公
共
団
体
は
、
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
教

育
そ
の
他
の
宗
教
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
社
会
的
儀
礼
又

は
習
俗
的
行
為
の
範
囲
を
超
え
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。 

 

（
表
現
の
自
由
） 

第
二
十
一
条 

集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、

保
障
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
益
及
び
公
の
秩
序
を
害
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
活
動
を
行
い
、
並
び
に
そ
れ
を
目
的
と
し
て
結
社
を
す
る
こ
と

は
、
認
め
ら
れ
な
い
。 

る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

第
十
八
条 

何
人
も
、
い
か
な
る
奴
隷
的
拘
束
も
受
け
な
い
。
又
、
犯
罪
に
因

る
処
罰
の
場
合
を
除
い
て
は
、
そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
に
服
さ
せ
ら
れ
な

い
。 

    

第
十
九
条 

思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。 
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第
二
十
条 

信
教
の
自
由
は
、
何
人
に
対
し
て
も
こ
れ
を
保
障
す
る
。
い
か
な

る
宗
教
団
体
も
、
国
か
ら
特
権
を
受
け
、
又
は
政
治
上
の
権
力
を
行
使
し
て

は
な
ら
な
い
。 

② 

何
人
も
、
宗
教
上
の
行
為
、
祝
典
、
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を

強
制
さ
れ
な
い
。 

③ 

国
及
び
そ
の
機
関
は
、
宗
教
教
育
そ
の
他
い
か
な
る
宗
教
的
活
動
も
し
て

は
な
ら
な
い
。 

    

第
二
十
一
条 

集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、

こ
れ
を
保
障
す
る
。 

〔
新
設
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八 

３ 

検
閲
は
、
し
て
は
な
ら
な
い
。
通
信
の
秘
密
は
、
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

  

（
国
政
上
の
行
為
に
関
す
る
説
明
の
責
務
） 

第
二
十
一
条
の
二 

国
は
、
国
政
上
の
行
為
に
つ
き
国
民
に
説
明
す
る
責
務
を

負
う
。 

  

（
居
住
、
移
転
及
び
職
業
選
択
等
の
自
由
等
） 

第
二
十
二
条 

何
人
も
、
居
住
、
移
転
及
び
職
業
選
択
の
自
由
を
有
す
る
。 

 

２ 

全
て
国
民
は
、
外
国
に
移
住
し
、
又
は
国
籍
を
離
脱
す
る
自
由
を
有
す
る
。 

  

（
学
問
の
自
由
） 

第
二
十
三
条 

学
問
の
自
由
は
、
保
障
す
る
。 

  

（
家
族
、
婚
姻
等
に
関
す
る
基
本
原
則
） 

第
二
十
四
条 

家
族
は
、
社
会
の
自
然
か
つ
基
礎
的
な
単
位
と
し
て
、
尊
重
さ

れ
る
。
家
族
は
、
互
い
に
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

婚
姻
は
、
両
性
の
合
意
に
基
づ
い
て
成
立
し
、
夫
婦
が
同
等
の
権
利
を
有

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

３ 

家
族
、
扶
養
、
後
見
、
婚
姻
及
び
離
婚
、
財
産
権
、
相
続
並
び
に
親
族
に

関
す
る
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
て
は
、
法
律
は
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本

質
的
平
等
に
立
脚
し
て
、
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
生
存
権
等
） 

第
二
十
五
条 

全
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権

利
を
有
す
る
。 

２ 

国
は
、
国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障

及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
環
境
保
全
の
責
務
） 

第
二
十
五
条
の
二 

国
は
、
国
民
と
協
力
し
て
、
国
民
が
良
好
な
環
境
を
享
受

② 

検
閲
は
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
通
信
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵
し
て

は
な
ら
な
い
。 

  

〔
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設
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第
二
十
二
条 

何
人
も
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
居
住
、
移
転
及
び

職
業
選
択
の
自
由
を
有
す
る
。 

② 

何
人
も
、
外
国
に
移
住
し
、
又
は
国
籍
を
離
脱
す
る
自
由
を
侵
さ
れ
な
い
。 

  

第
二
十
三
条 

学
問
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。 

  

〔
新
設
〕 

 

第
二
十
四
条 

婚
姻
は
、
両
性
の
合
意
の
み
に
基
い
て
成
立
し
、
夫
婦
が
同
等

の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
維
持
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

② 

配
偶
者
の
選
択
、
財
産
権
、
相
続
、
住
居
の
選
定
、
離
婚
並
び
に
婚
姻
及

び
家
族
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
て
は
、
法
律
は
、
個
人
の
尊
厳
と

両
性
の
本
質
的
平
等
に
立
脚
し
て
、
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  
第
二
十
五
条 

す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

権
利
を
有
す
る
。 

② 

国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公

衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

〔
新
設
〕 



 

九 

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
そ
の
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
在
外
国
民
の
保
護
） 

第
二
十
五
条
の
三 

国
は
、
国
外
に
お
い
て
緊
急
事
態
が
生
じ
た
と
き
は
、
在

外
国
民
の
保
護
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
配
慮
） 

第
二
十
五
条
の
四 
国
は
、
犯
罪
被
害
者
及
び
そ
の
家
族
の
人
権
及
び
処
遇
に

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
教
育
に
関
す
る
権
利
及
び
義
務
等
） 

第
二
十
六
条 

全
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に

応
じ
て
、
等
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。 

２ 

全
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
保
護
す
る
子
に
普

通
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。
義
務
教
育
は
、
無
償
と
す
る
。 

 

３ 

国
は
、
教
育
が
国
の
未
来
を
切
り
拓ひ

ら

く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
勤
労
の
権
利
及
び
義
務
等
） 

第
二
十
七
条 

全
て
国
民
は
、
勤
労
の
権
利
を
有
し
、
義
務
を
負
う
。 

２ 

賃
金
、
就
業
時
間
、
休
息
そ
の
他
の
勤
労
条
件
に
関
す
る
基
準
は
、
法
律

で
定
め
る
。 

３ 

何
人
も
、
児
童
を
酷
使
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
勤
労
者
の
団
結
権
等
） 

第
二
十
八
条 

勤
労
者
の
団
結
す
る
権
利
及
び
団
体
交
渉
そ
の
他
の
団
体
行

動
を
す
る
権
利
は
、
保
障
す
る
。 

２ 

公
務
員
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
法
律
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
に
規
定
す
る
権
利
の
全
部
又
は
一
部
を
制
限
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
公
務
員
の
勤
労
条
件
を
改
善

す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

   

〔
新
設
〕 

   

〔
新
設
〕 

   

第
二
十
六
条 

す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力

に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。 

② 

す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
保
護
す
る
子
女

に
普
通
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
を
負
ふ
。
義
務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償
と

す
る
。 

〔
新
設
〕 

   

第
二
十
七
条 

す
べ
て
国
民
は
、
勤
労
の
権
利
を
有
し
、
義
務
を
負
ふ
。 

② 

賃
金
、
就
業
時
間
、
休
息
そ
の
他
の
勤
労
条
件
に
関
す
る
基
準
は
、
法
律

で
こ
れ
を
定
め
る
。 

③ 

児
童
は
、
こ
れ
を
酷
使
し
て
は
な
ら
な
い
。 

  
第
二
十
八
条 

勤
労
者
の
団
結
す
る
権
利
及
び
団
体
交
渉
そ
の
他
の
団
体
行

動
を
す
る
権
利
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。 

〔
新
設
〕 

    



 

 

一
〇 

（
財
産
権
） 

第
二
十
九
条 

財
産
権
は
、
保
障
す
る
。 

２ 
財
産
権
の
内
容
は
、
公
益
及
び
公
の
秩
序
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
法
律
で

定
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
知
的

創
造
力
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

私
有
財
産
は
、
正
当
な
補
償
の
下
に
、
公
共
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
。 

  

（
納
税
の
義
務
） 

第
三
十
条 

国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
納
税
の
義
務
を
負
う
。 

  

（
適
正
手
続
の
保
障
） 

第
三
十
一
条 

何
人
も
、
法
律
の
定
め
る
適
正
な
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
そ

の
生
命
若
し
く
は
自
由
を
奪
わ
れ
、
又
は
そ
の
他
の
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
な

い
。 

  

（
裁
判
を
受
け
る
権
利
） 

第
三
十
二
条 

何
人
も
、
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。 

  

 

（
逮
捕
に
関
す
る
手
続
の
保
障
） 

第
三
十
三
条 

何
人
も
、
現
行
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
裁

判
官
が
発
し
、
か
つ
、
理
由
と
な
っ
て
い
る
犯
罪
を
明
示
す
る
令
状
に
よ
ら

な
け
れ
ば
、
逮
捕
さ
れ
な
い
。 

  

（
抑
留
及
び
拘
禁
に
関
す
る
手
続
の
保
障
） 

第
三
十
四
条 

何
人
も
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
若
し
く
は
理
由
を
直
ち
に
告

げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
又
は
直
ち
に
弁
護
人
に
依
頼
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
抑
留
さ
れ
、
又
は
拘
禁
さ
れ
な
い
。 

  

２ 

拘
禁
さ
れ
た
者
は
、
拘
禁
の
理
由
を
直
ち
に
本
人
及
び
そ
の
弁
護
人
の
出

席
す
る
公
開
の
法
廷
で
示
す
こ
と
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。 

 

第
二
十
九
条 

財
産
権
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。 

② 

財
産
権
の
内
容
は
、
公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
や
う
に
、
法
律
で
こ
れ
を

定
め
る
。 

 

③ 

私
有
財
産
は
、
正
当
な
補
償
の
下
に
、
こ
れ
を
公
共
の
た
め
に
用
ひ
る
こ

と
が
で
き
る
。 

  

第
三
十
条 

国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
納
税
の
義
務
を
負
ふ
。 

  

第
三
十
一
条 

何
人
も
、
法
律
の
定
め
る
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
生
命

若
し
く
は
自
由
を
奪
は
れ
、
又
は
そ
の
他
の
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
な
い
。 

   

第
三
十
二
条 

何
人
も
、
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
奪
は
れ
な

い
。 

  

第
三
十
三
条 

何
人
も
、
現
行
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
権

限
を
有
す
る
司
法
官
憲
が
発
し
、
且
つ
理
由
と
な
つ
て
ゐ
る
犯
罪
を
明
示
す

る
令
状
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
逮
捕
さ
れ
な
い
。 

  
第
三
十
四
条 

何
人
も
、
理
由
を
直
ち
に
告
げ
ら
れ
、
且
つ
、
直
ち
に
弁
護
人

に
依
頼
す
る
権
利
を
与
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
抑
留
又
は
拘
禁
さ
れ
な
い
。
又
、

何
人
も
、
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
拘
禁
さ
れ
ず
、
要
求
が
あ
れ
ば
、
そ

の
理
由
は
、
直
ち
に
本
人
及
び
そ
の
弁
護
人
の
出
席
す
る
公
開
の
法
廷
で
示

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  



 

一
一 

  
（
住
居
等
の
不
可
侵
） 

第
三
十
五
条 

何
人
も
、
正
当
な
理
由
に
基
づ
い
て
発
せ
ら
れ
、
か
つ
、
捜
索

す
る
場
所
及
び
押
収
す
る
物
を
明
示
す
る
令
状
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
住
居
そ

の
他
の
場
所
、
書
類
及
び
所
持
品
に
つ
い
て
、
侵
入
、
捜
索
又
は
押
収
を
受

け
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。 

２ 

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
捜
索
又
は
押
収
は
、
裁
判
官
が
発
す
る
各
別
の

令
状
に
よ
っ
て
行
う
。 

 

（
拷
問
及
び
残
虐
な
刑
罰
の
禁
止
） 

第
三
十
六
条 

公
務
員
に
よ
る
拷
問
及
び
残
虐
な
刑
罰
は
、
禁
止
す
る
。 

  

（
刑
事
被
告
人
の
権
利
） 

第
三
十
七
条 

全
て
刑
事
事
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
は
、
公
平
な
裁
判
所
の

迅
速
な
公
開
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。 

２ 

被
告
人
は
、
全
て
の
証
人
に
対
し
て
審
問
す
る
機
会
を
十
分
に
与
え
ら
れ

る
権
利
及
び
公
費
で
自
己
の
た
め
に
強
制
的
手
続
に
よ
り
証
人
を
求
め
る

権
利
を
有
す
る
。 

３ 

被
告
人
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
資
格
を
有
す
る
弁
護
人
を
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
被
告
人
が
自
ら
こ
れ
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
、
国
で
こ
れ
を
付
す
る
。 

  

（
刑
事
事
件
に
お
け
る
自
白
等
） 

第
三
十
八
条 

何
人
も
、
自
己
に
不
利
益
な
供
述
を
強
要
さ
れ
な
い
。 

２ 

拷
問
、
脅
迫
そ
の
他
の
強
制
に
よ
る
自
白
又
は
不
当
に
長
く
抑
留
さ
れ
、

若
し
く
は
拘
禁
さ
れ
た
後
の
自
白
は
、
証
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

３ 

何
人
も
、
自
己
に
不
利
益
な
唯
一
の
証
拠
が
本
人
の
自
白
で
あ
る
場
合
に

は
、
有
罪
と
さ
れ
な
い
。 

  

（
遡
及
処
罰
等
の
禁
止
） 

第
三
十
九
条 

何
人
も
、
実
行
の
時
に
違
法
で
は
な
か
っ
た
行
為
又
は
既
に
無

  

第
三
十
五
条 

何
人
も
、
そ
の
住
居
、
書
類
及
び
所
持
品
に
つ
い
て
、
侵
入
、

捜
索
及
び
押
収
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
権
利
は
、
第
三
十
三
条
の
場
合
を
除

い
て
は
、
正
当
な
理
由
に
基
い
て
発
せ
ら
れ
、
且
つ
捜
索
す
る
場
所
及
び
押

収
す
る
物
を
明
示
す
る
令
状
が
な
け
れ
ば
、
侵
さ
れ
な
い
。 

 

② 

捜
索
又
は
押
収
は
、
権
限
を
有
す
る
司
法
官
憲
が
発
す
る
各
別
の
令
状
に

よ
り
、
こ
れ
を
行
ふ
。 

  

第
三
十
六
条 

公
務
員
に
よ
る
拷
問
及
び
残
虐
な
刑
罰
は
、
絶
対
に
こ
れ
を
禁

ず
る
。 

  

第
三
十
七
条 

す
べ
て
刑
事
事
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
は
、
公
平
な
裁
判
所

の
迅
速
な
公
開
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。 

② 

刑
事
被
告
人
は
、
す
べ
て
の
証
人
に
対
し
て
審
問
す
る
機
会
を
充
分
に
与

へ
ら
れ
、
又
、
公
費
で
自
己
の
た
め
に
強
制
的
手
続
に
よ
り
証
人
を
求
め
る

権
利
を
有
す
る
。 

③ 

刑
事
被
告
人
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
資
格
を
有
す
る
弁
護
人
を
依
頼

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
被
告
人
が
自
ら
こ
れ
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
は
、
国
で
こ
れ
を
附
す
る
。 

  

第
三
十
八
条 

何
人
も
、
自
己
に
不
利
益
な
供
述
を
強
要
さ
れ
な
い
。 

② 
強
制
、
拷
問
若
し
く
は
脅
迫
に
よ
る
自
白
又
は
不
当
に
長
く
抑
留
若
し
く

は
拘
禁
さ
れ
た
後
の
自
白
は
、
こ
れ
を
証
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

③ 

何
人
も
、
自
己
に
不
利
益
な
唯
一
の
証
拠
が
本
人
の
自
白
で
あ
る
場
合
に

は
、
有
罪
と
さ
れ
、
又
は
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
な
い
。 

  

第
三
十
九
条 

何
人
も
、
実
行
の
時
に
適
法
で
あ
つ
た
行
為
又
は
既
に
無
罪
と



 

 

一
二 

罪
と
さ
れ
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
刑
事
上
の
責
任
を
問
わ
れ
な
い
。
同
一
の

犯
罪
に
つ
い
て
は
、
重
ね
て
刑
事
上
の
責
任
を
問
わ
れ
な
い
。 

 

 

（
刑
事
補
償
を
求
め
る
権
利
） 

第
四
十
条 
何
人
も
、
抑
留
さ
れ
、
又
は
拘
禁
さ
れ
た
後
、
裁
判
の
結
果
無
罪

と
な
っ
た
と
き
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
に
そ
の
補
償
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  
 

 

第
四
章 

国
会 

  

（
国
会
と
立
法
権
） 

第
四
十
一
条 

国
会
は
、
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
っ
て
、
国
の
唯
一
の
立
法
機

関
で
あ
る
。 

  

（
両
議
院
） 

第
四
十
二
条 

国
会
は
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
両
議
院
で
構
成
す
る
。 

 

 

（
両
議
院
の
組
織
） 

第
四
十
三
条 

両
議
院
は
、
全
国
民
を
代
表
す
る
選
挙
さ
れ
た
議
員
で
組
織
す

る
。 

２ 

両
議
院
の
議
員
の
定
数
は
、
法
律
で
定
め
る
。 

  

（
議
員
及
び
選
挙
人
の
資
格
） 

第
四
十
四
条 

両
議
院
の
議
員
及
び
そ
の
選
挙
人
の
資
格
は
、
法
律
で
定
め

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
障
害
の
有
無
、
社
会

的
身
分
、
門
地
、
教
育
、
財
産
又
は
収
入
に
よ
っ
て
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
。 

  

（
衆
議
院
議
員
の
任
期
） 

第
四
十
五
条 

衆
議
院
議
員
の
任
期
は
、
四
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
衆
議
院
が

解
散
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
満
了
前
に
終
了
す
る
。 

  

（
参
議
院
議
員
の
任
期
） 

第
四
十
六
条 

参
議
院
議
員
の
任
期
は
、
六
年
と
し
、
三
年
ご
と
に
議
員
の
半

さ
れ
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
刑
事
上
の
責
任
を
問
は
れ
な
い
。
又
、
同
一
の

犯
罪
に
つ
い
て
、
重
ね
て
刑
事
上
の
責
任
を
問
は
れ
な
い
。 

  

第
四
十
条 

何
人
も
、
抑
留
又
は
拘
禁
さ
れ
た
後
、
無
罪
の
裁
判
を
受
け
た
と

き
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
に
そ
の
補
償
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。 

 

第
四
章 

国
会 

  

第
四
十
一
条 

国
会
は
、
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
つ
て
、
国
の
唯
一
の
立
法
機

関
で
あ
る
。 

  

第
四
十
二
条 

国
会
は
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
両
議
院
で
こ
れ
を
構
成
す

る
。 

 

第
四
十
三
条 

両
議
院
は
、
全
国
民
を
代
表
す
る
選
挙
さ
れ
た
議
員
で
こ
れ
を

組
織
す
る
。 

② 

両
議
院
の
議
員
の
定
数
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。 

  

第
四
十
四
条 

両
議
院
の
議
員
及
び
そ
の
選
挙
人
の
資
格
は
、
法
律
で
こ
れ
を

定
め
る
。
但
し
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
、
門
地
、
教
育
、
財

産
又
は
収
入
に
よ
つ
て
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
。 

  

第
四
十
五
条 

衆
議
院
議
員
の
任
期
は
、
四
年
と
す
る
。
但
し
、
衆
議
院
解
散

の
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
満
了
前
に
終
了
す
る
。 

  

第
四
十
六
条 

参
議
院
議
員
の
任
期
は
、
六
年
と
し
、
三
年
ご
と
に
議
員
の
半



 

一
三 

数
を
改
選
す
る
。 

 
（
選
挙
に
関
す
る
事
項
） 

第
四
十
七
条 

選
挙
区
、
投
票
の
方
法
そ
の
他
両
議
院
の
議
員
の
選
挙
に
関
す

る
事
項
は
、
法
律
で
定
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
各
選
挙
区
は
、
人

口
を
基
本
と
し
、
行
政
区
画
、
地
勢
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
両
議
院
議
員
兼
職
の
禁
止
） 

第
四
十
八
条 

何
人
も
、
同
時
に
両
議
院
の
議
員
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

  

（
議
員
の
歳
費
） 

第
四
十
九
条 

両
議
院
の
議
員
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
庫
か

ら
相
当
額
の
歳
費
を
受
け
る
。 

  

（
議
員
の
不
逮
捕
特
権
） 

第
五
十
条 

両
議
院
の
議
員
は
、
法
律
の
定
め
る
場
合
を
除
い
て
は
、
国
会
の

会
期
中
逮
捕
さ
れ
ず
、
会
期
前
に
逮
捕
さ
れ
た
議
員
は
、
そ
の
議
院
の
要
求

が
あ
る
と
き
は
、
会
期
中
釈
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
議
員
の
免
責
特
権
） 

第
五
十
一
条 

両
議
院
の
議
員
は
、
議
院
で
行
っ
た
演
説
、
討
論
又
は
表
決
に

つ
い
て
、
院
外
で
責
任
を
問
わ
れ
な
い
。 

 

（
通
常
国
会
） 

第
五
十
二
条 

通
常
国
会
は
、
毎
年
一
回
召
集
さ
れ
る
。 

２ 

通
常
国
会
の
会
期
は
、
法
律
で
定
め
る
。 

 

（
臨
時
国
会
） 

第
五
十
三
条 

内
閣
は
、
臨
時
国
会
の
召
集
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い

ず
れ
か
の
議
院
の
総
議
員
の
四
分
の
一
以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
要

求
が
あ
っ
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
臨
時
国
会
が
召
集
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

数
を
改
選
す
る
。 

  

第
四
十
七
条 

選
挙
区
、
投
票
の
方
法
そ
の
他
両
議
院
の
議
員
の
選
挙
に
関
す

る
事
項
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。 

    

第
四
十
八
条 

何
人
も
、
同
時
に
両
議
院
の
議
員
た
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

  

第
四
十
九
条 

両
議
院
の
議
員
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
庫
か

ら
相
当
額
の
歳
費
を
受
け
る
。 

  

第
五
十
条 

両
議
院
の
議
員
は
、
法
律
の
定
め
る
場
合
を
除
い
て
は
、
国
会
の

会
期
中
逮
捕
さ
れ
ず
、
会
期
前
に
逮
捕
さ
れ
た
議
員
は
、
そ
の
議
院
の
要
求

が
あ
れ
ば
、
会
期
中
こ
れ
を
釈
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

第
五
十
一
条 

両
議
院
の
議
員
は
、
議
院
で
行
つ
た
演
説
、
討
論
又
は
表
決
に

つ
い
て
、
院
外
で
責
任
を
問
は
れ
な
い
。 

  

第
五
十
二
条 

国
会
の
常
会
は
、
毎
年
一
回
こ
れ
を
召
集
す
る
。 

〔
新
設
〕 

  

第
五
十
三
条 

内
閣
は
、
国
会
の
臨
時
会
の
召
集
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
い
づ
れ
か
の
議
院
の
総
議
員
の
四
分
の
一
以
上
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
内

閣
は
、
そ
の
召
集
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 



 

 

一
四 

  
（
衆
議
院
の
解
散
と
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
、
特
別
国
会
及
び
参
議
院
の
緊

急
集
会
） 

第
五
十
四
条 

衆
議
院
の
解
散
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
決
定
す
る
。 

２ 

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
と
き
は
、
解
散
の
日
か
ら
四
十
日
以
内
に
、
衆
議

院
議
員
の
総
選
挙
を
行
い
、
そ
の
選
挙
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
特
別
国

会
が
召
集
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
と
き
は
、
参
議
院
は
、
同
時
に
閉
会
と
な
る
。
た

だ
し
、
内
閣
は
、
国
に
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
参
議
院
の
緊
急
集
会

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

前
項
た
だ
し
書
の
緊
急
集
会
に
お
い
て
採
ら
れ
た
措
置
は
、
臨
時
の
も
の

で
あ
っ
て
、
次
の
国
会
開
会
の
後
十
日
以
内
に
、
衆
議
院
の
同
意
が
な
い
場

合
に
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 

 

（
議
員
の
資
格
審
査
） 

第
五
十
五
条 

両
議
院
は
、
各
々
そ
の
議
員
の
資
格
に
関
し
争
い
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
に
つ
い
て
審
査
し
、
議
決
す
る
。
た
だ
し
、
議
員
の
議
席
を
失
わ

せ
る
に
は
、
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
を
必
要
と
す

る
。 

  

（
表
決
及
び
定
足
数
） 

第
五
十
六
条 

両
議
院
の
議
事
は
、
こ
の
憲
法
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を

除
い
て
は
、
出
席
議
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の

決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

両
議
院
の
議
決
は
、
各
々
そ
の
総
議
員
の
三
分
の
一
以
上
の
出
席
が
な
け

れ
ば
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

   

（
会
議
及
び
会
議
録
の
公
開
等
） 

第
五
十
七
条 

両
議
院
の
会
議
は
、
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
議
決
し
た
と
き
は
、
秘
密
会
を
開
く

こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

両
議
院
は
、
各
々
そ
の
会
議
の
記
録
を
保
存
し
、
秘
密
会
の
記
録
の
中
で

   

〔
新
設
〕 

第
五
十
四
条 

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
と
き
は
、
解
散
の
日
か
ら
四
十
日
以
内

に
、
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
を
行
ひ
、
そ
の
選
挙
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、

国
会
を
召
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

② 

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
と
き
は
、
参
議
院
は
、
同
時
に
閉
会
と
な
る
。
但

し
、
内
閣
は
、
国
に
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
参
議
院
の
緊
急
集
会
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

③ 

前
項
但
書
の
緊
急
集
会
に
お
い
て
採
ら
れ
た
措
置
は
、
臨
時
の
も
の
で
あ

つ
て
、
次
の
国
会
開
会
の
後
十
日
以
内
に
、
衆
議
院
の
同
意
が
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
効
力
を
失
ふ
。 

  

第
五
十
五
条 

両
議
院
は
、
各
々
そ
の
議
員
の
資
格
に
関
す
る
争
訟
を
裁
判
す

る
。
但
し
、
議
員
の
議
席
を
失
は
せ
る
に
は
、
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上

の
多
数
に
よ
る
議
決
を
必
要
と
す
る
。 

   

第
五
十
六
条 

両
議
院
は
、
各
々
そ
の
総
議
員
の
三
分
の
一
以
上
の
出
席
が
な

け
れ
ば
、
議
事
を
開
き
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

② 

両
議
院
の
議
事
は
、
こ
の
憲
法
に
特
別
の
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、

出
席
議
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

  

第
五
十
七
条 

両
議
院
の
会
議
は
、
公
開
と
す
る
。
但
し
、
出
席
議
員
の
三
分

の
二
以
上
の
多
数
で
議
決
し
た
と
き
は
、
秘
密
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

② 

両
議
院
は
、
各
々
そ
の
会
議
の
記
録
を
保
存
し
、
秘
密
会
の
記
録
の
中
で



 

一
五 

特
に
秘
密
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
き
、
こ
れ
を
公
表
し
、
か
つ
、

一
般
に
頒
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 
出
席
議
員
の
五
分
の
一
以
上
の
要
求
が
あ
る
と
き
は
、
各
議
員
の
表
決
を

会
議
録
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
役
員
の
選
任
並
び
に
議
院
規
則
及
び
懲
罰
） 

第
五
十
八
条 

両
議
院
は
、
各
々
そ
の
議
長
そ
の
他
の
役
員
を
選
任
す
る
。 

２ 

両
議
院
は
、
各
々
そ
の
会
議
そ
の
他
の
手
続
及
び
内
部
の
規
律
に
関
す
る

規
則
を
定
め
、
並
び
に
院
内
の
秩
序
を
乱
し
た
議
員
を
懲
罰
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
議
員
を
除
名
す
る
に
は
、
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の

多
数
に
よ
る
議
決
を
必
要
と
す
る
。 

  

（
法
律
案
の
議
決
及
び
衆
議
院
の
優
越
） 

第
五
十
九
条 

法
律
案
は
、
こ
の
憲
法
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
い
て

は
、
両
議
院
で
可
決
し
た
と
き
法
律
と
な
る
。 

２ 

衆
議
院
で
可
決
し
、
参
議
院
で
こ
れ
と
異
な
っ
た
議
決
を
し
た
法
律
案

は
、
衆
議
院
で
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
再
び
可
決
し
た
と
き

は
、
法
律
と
な
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
衆
議
院
が
両
議
院
の

協
議
会
を
開
く
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。 

４ 

参
議
院
が
、
衆
議
院
の
可
決
し
た
法
律
案
を
受
け
取
っ
た
後
、
国
会
休
会

中
の
期
間
を
除
い
て
六
十
日
以
内
に
、
議
決
し
な
い
と
き
は
、
衆
議
院
は
、

参
議
院
が
そ
の
法
律
案
を
否
決
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

  

（
予
算
案
の
議
決
等
に
関
す
る
衆
議
院
の
優
越
） 

第
六
十
条 

予
算
案
は
、
先
に
衆
議
院
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

予
算
案
に
つ
い
て
、
参
議
院
で
衆
議
院
と
異
な
っ
た
議
決
を
し
た
場
合
に

お
い
て
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
両
議
院
の
協
議
会
を
開
い
て
も

意
見
が
一
致
し
な
い
と
き
、
又
は
参
議
院
が
、
衆
議
院
の
可
決
し
た
予
算
案

を
受
け
取
っ
た
後
、
国
会
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て
三
十
日
以
内
に
、
議
決

し
な
い
と
き
は
、
衆
議
院
の
議
決
を
国
会
の
議
決
と
す
る
。 

  

（
条
約
の
承
認
に
関
す
る
衆
議
院
の
優
越
） 

特
に
秘
密
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
以
外
は
、
こ
れ
を
公
表
し
、
且
つ

一
般
に
頒
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

③ 

出
席
議
員
の
五
分
の
一
以
上
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
各
議
員
の
表
決
は
、
こ

れ
を
会
議
録
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

第
五
十
八
条 

両
議
院
は
、
各
々
そ
の
議
長
そ
の
他
の
役
員
を
選
任
す
る
。 

② 

両
議
院
は
、
各
々
そ
の
会
議
そ
の
他
の
手
続
及
び
内
部
の
規
律
に
関
す
る

規
則
を
定
め
、
又
、
院
内
の
秩
序
を
み
だ
し
た
議
員
を
懲
罰
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
但
し
、
議
員
を
除
名
す
る
に
は
、
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多

数
に
よ
る
議
決
を
必
要
と
す
る
。 

  

第
五
十
九
条 

法
律
案
は
、
こ
の
憲
法
に
特
別
の
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て

は
、
両
議
院
で
可
決
し
た
と
き
法
律
と
な
る
。 

② 

衆
議
院
で
可
決
し
、
参
議
院
で
こ
れ
と
異
な
つ
た
議
決
を
し
た
法
律
案

は
、
衆
議
院
で
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
再
び
可
決
し
た
と
き

は
、
法
律
と
な
る
。 

③ 

前
項
の
規
定
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
衆
議
院
が
、
両
議
院

の
協
議
会
を
開
く
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。 

④ 

参
議
院
が
、
衆
議
院
の
可
決
し
た
法
律
案
を
受
け
取
つ
た
後
、
国
会
休
会

中
の
期
間
を
除
い
て
六
十
日
以
内
に
、
議
決
し
な
い
と
き
は
、
衆
議
院
は
、

参
議
院
が
そ
の
法
律
案
を
否
決
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

  

第
六
十
条 

予
算
は
、
さ
き
に
衆
議
院
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

② 
予
算
に
つ
い
て
、
参
議
院
で
衆
議
院
と
異
な
つ
た
議
決
を
し
た
場
合
に
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
両
議
院
の
協
議
会
を
開
い
て
も
意
見
が
一

致
し
な
い
と
き
、
又
は
参
議
院
が
、
衆
議
院
の
可
決
し
た
予
算
を
受
け
取
つ

た
後
、
国
会
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て
三
十
日
以
内
に
、
議
決
し
な
い
と
き

は
、
衆
議
院
の
議
決
を
国
会
の
議
決
と
す
る
。 

  



 

 

一
六 

第
六
十
一
条 

条
約
の
締
結
に
必
要
な
国
会
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
二

項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

  

（
議
院
の
国
政
調
査
権
） 

第
六
十
二
条 
両
議
院
は
、
各
々
国
政
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
こ
れ
に
関
し

て
、
証
人
の
出
頭
及
び
証
言
並
び
に
記
録
の
提
出
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 

（
内
閣
総
理
大
臣
等
の
議
院
出
席
の
権
利
及
び
義
務
） 

第
六
十
三
条 

内
閣
総
理
大
臣
及
び
そ
の
他
の
国
務
大
臣
は
、
議
案
に
つ
い
て

発
言
す
る
た
め
両
議
院
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

２ 

内
閣
総
理
大
臣
及
び
そ
の
他
の
国
務
大
臣
は
、
答
弁
又
は
説
明
の
た
め
議

院
か
ら
出
席
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
職
務
の
遂
行
上
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

  

（
弾
劾
裁
判
所
） 

第
六
十
四
条 

国
会
は
、
罷
免
の
訴
追
を
受
け
た
裁
判
官
を
裁
判
す
る
た
め
、

両
議
院
の
議
員
で
組
織
す
る
弾
劾
裁
判
所
を
設
け
る
。 

２ 

弾
劾
に
関
す
る
事
項
は
、
法
律
で
定
め
る
。 

 

（
政
党
） 

第
六
十
四
条
の
二 

国
は
、
政
党
が
議
会
制
民
主
主
義
に
不
可
欠
の
存
在
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
活
動
の
公
正
の
確
保
及
び
そ
の
健
全
な
発
展
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

政
党
の
政
治
活
動
の
自
由
は
、
保
障
す
る
。 

３ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
政
党
に
関
す
る
事
項
は
、
法
律
で
定
め

る
。 

  
 

 

第
五
章 

内
閣 

 

 

（
内
閣
と
行
政
権
） 

第
六
十
一
条 

条
約
の
締
結
に
必
要
な
国
会
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
二

項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

  

第
六
十
二
条 

両
議
院
は
、
各
々
国
政
に
関
す
る
調
査
を
行
ひ
、
こ
れ
に
関
し

て
、
証
人
の
出
頭
及
び
証
言
並
び
に
記
録
の
提
出
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

  

第
六
十
三
条 

内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
は
、
両
議
院
の
一
に
議
席

を
有
す
る
と
有
し
な
い
と
に
か
か
は
ら
ず
、
何
時
で
も
議
案
に
つ
い
て
発
言

す
る
た
め
議
院
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
、
答
弁
又
は
説
明
の
た
め

出
席
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

     

第
六
十
四
条 

国
会
は
、
罷
免
の
訴
追
を
受
け
た
裁
判
官
を
裁
判
す
る
た
め
、

両
議
院
の
議
員
で
組
織
す
る
弾
劾
裁
判
所
を
設
け
る
。 

② 

弾
劾
に
関
す
る
事
項
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。 

  

〔
新
設
〕 

     

 

第
五
章 
内
閣 

  



 

一
七 

第
六
十
五
条 

行
政
権
は
、
こ
の
憲
法
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
き
、

内
閣
に
属
す
る
。 

 

（
内
閣
の
構
成
及
び
国
会
に
対
す
る
責
任
） 

第
六
十
六
条 
内
閣
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
首
長
で
あ
る

内
閣
総
理
大
臣
及
び
そ
の
他
の
国
務
大
臣
で
構
成
す
る
。 

２ 

内
閣
総
理
大
臣
及
び
全
て
の
国
務
大
臣
は
、
現
役
の
軍
人
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。 

３ 

内
閣
は
、
行
政
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
国
会
に
対
し
連
帯
し
て
責
任
を
負

う
。 

  

（
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
及
び
衆
議
院
の
優
越
） 

第
六
十
七
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
会
議
員
の
中
か
ら
国
会
が
指
名
す
る
。 

  

２ 

国
会
は
、
他
の
全
て
の
案
件
に
先
立
っ
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

衆
議
院
と
参
議
院
と
が
異
な
っ
た
指
名
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
法
律
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
両
議
院
の
協
議
会
を
開
い
て
も
意
見
が
一
致
し
な

い
と
き
、
又
は
衆
議
院
が
指
名
を
し
た
後
、
国
会
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て

十
日
以
内
に
、
参
議
院
が
指
名
を
し
な
い
と
き
は
、
衆
議
院
の
指
名
を
国
会

の
指
名
と
す
る
。 

  

（
国
務
大
臣
の
任
免
） 

第
六
十
八
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
務
大
臣
を
任
命
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
そ
の
過
半
数
は
、
国
会
議
員
の
中
か
ら
任
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
任
意
に
国
務
大
臣
を
罷
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

（
内
閣
の
不
信
任
と
総
辞
職
） 

第
六
十
九
条 

内
閣
は
、
衆
議
院
が
不
信
任
の
決
議
案
を
可
決
し
、
又
は
信
任

の
決
議
案
を
否
決
し
た
と
き
は
、
十
日
以
内
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
な
い
限

り
、
総
辞
職
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
六
十
五
条 

行
政
権
は
、
内
閣
に
属
す
る
。 

   

第
六
十
六
条 

内
閣
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
首
長
た
る
内

閣
総
理
大
臣
及
び
そ
の
他
の
国
務
大
臣
で
こ
れ
を
組
織
す
る
。 

② 

内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
は
、
文
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

③ 

内
閣
は
、
行
政
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
国
会
に
対
し
連
帯
し
て
責
任
を
負

ふ
。 

  

第
六
十
七
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
会
議
員
の
中
か
ら
国
会
の
議
決
で
、
こ

れ
を
指
名
す
る
。
こ
の
指
名
は
、
他
の
す
べ
て
の
案
件
に
先
だ
つ
て
、
こ
れ

を
行
ふ
。 

  

② 

衆
議
院
と
参
議
院
と
が
異
な
つ
た
指
名
の
議
決
を
し
た
場
合
に
、
法
律
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
両
議
院
の
協
議
会
を
開
い
て
も
意
見
が
一
致
し
な

い
と
き
、
又
は
衆
議
院
が
指
名
の
議
決
を
し
た
後
、
国
会
休
会
中
の
期
間
を

除
い
て
十
日
以
内
に
、
参
議
院
が
、
指
名
の
議
決
を
し
な
い
と
き
は
、
衆
議

院
の
議
決
を
国
会
の
議
決
と
す
る
。 

  

第
六
十
八
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
務
大
臣
を
任
命
す
る
。
但
し
、
そ
の
過

半
数
は
、
国
会
議
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
② 
内
閣
総
理
大
臣
は
、
任
意
に
国
務
大
臣
を
罷
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

第
六
十
九
条 
内
閣
は
、
衆
議
院
で
不
信
任
の
決
議
案
を
可
決
し
、
又
は
信
任

の
決
議
案
を
否
決
し
た
と
き
は
、
十
日
以
内
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
な
い
限

り
、
総
辞
職
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

 

一
八 

  
（
内
閣
総
理
大
臣
が
欠
け
た
と
き
等
の
内
閣
の
総
辞
職
等
） 

第
七
十
条 

内
閣
総
理
大
臣
が
欠
け
た
と
き
、
又
は
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
の

後
に
初
め
て
国
会
の
召
集
が
あ
っ
た
と
き
は
、
内
閣
は
、
総
辞
職
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

内
閣
総
理
大
臣
が
欠
け
た
と
き
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
法

律
で
定
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
国
務
大
臣

が
、
臨
時
に
、
そ
の
職
務
を
行
う
。 

 

 

（
総
辞
職
後
の
内
閣
） 

第
七
十
一
条 

前
二
条
の
場
合
に
は
、
内
閣
は
、
新
た
に
内
閣
総
理
大
臣
が
任

命
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
引
き
続
き
、
そ
の
職
務
を
行
う
。 

 

 

（
内
閣
総
理
大
臣
の
職
務
） 

第
七
十
二
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
行
政
各
部
を
指
揮
監
督
し
、
そ
の
総
合
調

整
を
行
う
。 

 

２ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
を
代
表
し
て
、
議
案
を
国
会
に
提
出
し
、
並
び

に
一
般
国
務
及
び
外
交
関
係
に
つ
い
て
国
会
に
報
告
す
る
。 

３ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
最
高
指
揮
官
と
し
て
、
国
防
軍
を
統
括
す
る
。 

  

（
内
閣
の
職
務
） 

第
七
十
三
条 

内
閣
は
、
他
の
一
般
行
政
事
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を

行
う
。 

一 

法
律
を
誠
実
に
執
行
し
、
国
務
を
総
理
す
る
こ
と
。 

二 

外
交
関
係
を
処
理
す
る
こ
と
。 

三 

条
約
を
締
結
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
事
前
に
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は

事
後
に
、
国
会
の
承
認
を
経
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。 

四 

法
律
の
定
め
る
基
準
に
従
い
、
国
の
公
務
員
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
こ
と
。 

五 

予
算
案
及
び
法
律
案
を
作
成
し
て
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
。 

六 

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
令
を
制
定
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
政
令
に

は
、
特
に
そ
の
法
律
の
委
任
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
義
務
を
課
し
、

  

第
七
十
条 

内
閣
総
理
大
臣
が
欠
け
た
と
き
、
又
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
後

に
初
め
て
国
会
の
召
集
が
あ
つ
た
と
き
は
、
内
閣
は
、
総
辞
職
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

〔
新
設
〕 

    

第
七
十
一
条 

前
二
条
の
場
合
に
は
、
内
閣
は
、
あ
ら
た
に
内
閣
総
理
大
臣
が

任
命
さ
れ
る
ま
で
引
き
続
き
そ
の
職
務
を
行
ふ
。 

  

第
七
十
二
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
を
代
表
し
て
議
案
を
国
会
に
提
出

し
、
一
般
国
務
及
び
外
交
関
係
に
つ
い
て
国
会
に
報
告
し
、
並
び
に
行
政
各

部
を
指
揮
監
督
す
る
。 

〔
新
設
〕 

 

〔
新
設
〕 

  

第
七
十
三
条 

内
閣
は
、
他
の
一
般
行
政
事
務
の
外
、
左
の
事
務
を
行
ふ
。 

 

一 

法
律
を
誠
実
に
執
行
し
、
国
務
を
総
理
す
る
こ
と
。 

二 

外
交
関
係
を
処
理
す
る
こ
と
。 

三 

条
約
を
締
結
す
る
こ
と
。
但
し
、
事
前
に
、
時
宜
に
よ
つ
て
は
事
後
に
、

国
会
の
承
認
を
経
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。 

四 
法
律
の
定
め
る
基
準
に
従
ひ
、
官
吏
に
関
す
る
事
務
を
掌
理
す
る
こ

と
。 

五 

予
算
を
作
成
し
て
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
。 

六 

こ
の
憲
法
及
び
法
律
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
に
、
政
令
を
制
定
す
る

こ
と
。
但
し
、
政
令
に
は
、
特
に
そ
の
法
律
の
委
任
が
あ
る
場
合
を
除
い



 

一
九 

又
は
権
利
を
制
限
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

七 

大
赦
、
特
赦
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
復
権
を
決
定
す
る
こ
と
。 

 

 

（
法
律
及
び
政
令
へ
の
署
名
） 

第
七
十
四
条 
法
律
及
び
政
令
に
は
、
全
て
主
任
の
国
務
大
臣
が
署
名
し
、
内

閣
総
理
大
臣
が
連
署
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。 

 

（
国
務
大
臣
の
不
訴
追
特
権
） 

第
七
十
五
条 

国
務
大
臣
は
、
そ
の
在
任
中
、
内
閣
総
理
大
臣
の
同
意
が
な
け

れ
ば
、
公
訴
を
提
起
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
国
務
大
臣
で
な
く
な
っ
た
後
に
、

公
訴
を
提
起
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。 

 

 
 

 

第
六
章 

司
法 

 

 

（
裁
判
所
と
司
法
権
） 

第
七
十
六
条 

全
て
司
法
権
は
、
最
高
裁
判
所
及
び
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
設
置
す
る
下
級
裁
判
所
に
属
す
る
。 

２ 

特
別
裁
判
所
は
、
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
行
政
機
関
は
、
最
終
的

な
上
訴
審
と
し
て
裁
判
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

３ 

全
て
裁
判
官
は
、
そ
の
良
心
に
従
い
独
立
し
て
そ
の
職
権
を
行
い
、
こ
の

憲
法
及
び
法
律
に
の
み
拘
束
さ
れ
る
。 

 

 

（
最
高
裁
判
所
の
規
則
制
定
権
） 

第
七
十
七
条 

最
高
裁
判
所
は
、
裁
判
に
関
す
る
手
続
、
弁
護
士
、
裁
判
所
の

内
部
規
律
及
び
司
法
事
務
処
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
規
則
を
定
め
る

権
限
を
有
す
る
。 

２ 

検
察
官
、
弁
護
士
そ
の
他
の
裁
判
に
関
わ
る
者
は
、
最
高
裁
判
所
の
定
め

る
規
則
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

最
高
裁
判
所
は
、
下
級
裁
判
所
に
関
す
る
規
則
を
定
め
る
権
限
を
、
下
級

裁
判
所
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  
 

（
裁
判
官
の
身
分
保
障
） 

第
七
十
八
条 

裁
判
官
は
、
次
条
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
及
び
心
身
の
故
障

て
は
、
罰
則
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

七 

大
赦
、
特
赦
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
復
権
を
決
定
す
る
こ
と
。 

 

 

第
七
十
四
条 

法
律
及
び
政
令
に
は
、
す
べ
て
主
任
の
国
務
大
臣
が
署
名
し
、

内
閣
総
理
大
臣
が
連
署
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。 

  

第
七
十
五
条 

国
務
大
臣
は
、
そ
の
在
任
中
、
内
閣
総
理
大
臣
の
同
意
が
な
け

れ
ば
、
訴
追
さ
れ
な
い
。
但
し
、
こ
れ
が
た
め
、
訴
追
の
権
利
は
、
害
さ
れ

な
い
。 

 

第
六
章 

司
法 

  

第
七
十
六
条 

す
べ
て
司
法
権
は
、
最
高
裁
判
所
及
び
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
設
置
す
る
下
級
裁
判
所
に
属
す
る
。 

② 

特
別
裁
判
所
は
、
こ
れ
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
行
政
機
関
は
、

終
審
と
し
て
裁
判
を
行
ふ
こ
と
が
で
き
な
い
。 

③ 

す
べ
て
裁
判
官
は
、
そ
の
良
心
に
従
ひ
独
立
し
て
そ
の
職
権
を
行
ひ
、
こ

の
憲
法
及
び
法
律
に
の
み
拘
束
さ
れ
る
。 

  

第
七
十
七
条 

最
高
裁
判
所
は
、
訴
訟
に
関
す
る
手
続
、
弁
護
士
、
裁
判
所
の

内
部
規
律
及
び
司
法
事
務
処
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
規
則
を
定
め
る

権
限
を
有
す
る
。 

② 
検
察
官
は
、
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
規
則
に
従
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

③ 

最
高
裁
判
所
は
、
下
級
裁
判
所
に
関
す
る
規
則
を
定
め
る
権
限
を
、
下
級

裁
判
所
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

第
七
十
八
条 

裁
判
官
は
、
裁
判
に
よ
り
、
心
身
の
故
障
の
た
め
に
職
務
を
執



 

 

二
〇 

の
た
め
に
職
務
を
執
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
裁
判
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
場

合
を
除
い
て
は
、
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
裁
判
に
よ
ら
な
け
れ

ば
罷
免
さ
れ
な
い
。
行
政
機
関
は
、
裁
判
官
の
懲
戒
処
分
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
。 

 

 

（
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
） 

第
七
十
九
条 

最
高
裁
判
所
は
、
そ
の
長
で
あ
る
裁
判
官
及
び
法
律
の
定
め
る

員
数
の
そ
の
他
の
裁
判
官
で
構
成
し
、
最
高
裁
判
所
の
長
で
あ
る
裁
判
官
以

外
の
裁
判
官
は
、
内
閣
が
任
命
す
る
。 

２ 

最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
そ
の
任
命
後
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
国
民
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

 

３ 

前
項
の
審
査
に
お
い
て
罷
免
す
べ
き
と
さ
れ
た
裁
判
官
は
、
罷
免
さ
れ

る
。 

〔
削
除
〕 

４ 

最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
法
律
の
定
め
る
年
齢
に
達
し
た
時
に
退
官
す

る
。 

５ 

最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
全
て
定
期
に
相
当
額
の
報
酬
を
受
け
る
。
こ

の
報
酬
は
、
在
任
中
、
分
限
又
は
懲
戒
に
よ
る
場
合
及
び
一
般
の
公
務
員
の

例
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
減
額
で
き
な
い
。 

 
 

 

（
下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
） 

第
八
十
条 

下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
最
高
裁
判
所
の
指
名
し
た
者
の
名
簿

に
よ
っ
て
、
内
閣
が
任
命
す
る
。
そ
の
裁
判
官
は
、
法
律
の
定
め
る
任
期
を

限
っ
て
任
命
さ
れ
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
の
定
め

る
年
齢
に
達
し
た
時
に
は
、
退
官
す
る
。 

２ 

前
条
第
五
項
の
規
定
は
、
下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
の
報
酬
に
つ
い
て
準
用

す
る
。 

  
 

（
法
令
審
査
権
と
最
高
裁
判
所
） 

第
八
十
一
条 

最
高
裁
判
所
は
、
一
切
の
法
律
、
命
令
、
規
則
又
は
処
分
が
憲

法
に
適
合
す
る
か
し
な
い
か
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
最
終
的
な
上
訴

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
決
定
さ
れ
た
場
合
を
除
い
て
は
、
公
の
弾
劾
に
よ
ら

な
け
れ
ば
罷
免
さ
れ
な
い
。
裁
判
官
の
懲
戒
処
分
は
、
行
政
機
関
が
こ
れ
を

行
ふ
こ
と
は
で
き
な
い
。 

   

第
七
十
九
条 

最
高
裁
判
所
は
、
そ
の
長
た
る
裁
判
官
及
び
法
律
の
定
め
る
員

数
の
そ
の
他
の
裁
判
官
で
こ
れ
を
構
成
し
、
そ
の
長
た
る
裁
判
官
以
外
の
裁

判
官
は
、
内
閣
で
こ
れ
を
任
命
す
る
。 

② 

最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
の
任
命
は
、
そ
の
任
命
後
初
め
て
行
は
れ
る
衆
議

院
議
員
総
選
挙
の
際
国
民
の
審
査
に
付
し
、
そ
の
後
十
年
を
経
過
し
た
後
初

め
て
行
は
れ
る
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
際
更
に
審
査
に
付
し
、
そ
の
後
も
同

様
と
す
る
。 

③ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
投
票
者
の
多
数
が
裁
判
官
の
罷
免
を
可
と
す
る

と
き
は
、
そ
の
裁
判
官
は
、
罷
免
さ
れ
る
。 

④ 

審
査
に
関
す
る
事
項
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。 

⑤ 

最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
法
律
の
定
め
る
年
齢
に
達
し
た
時
に
退
官
す

る
。 

⑥ 

最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
す
べ
て
定
期
に
相
当
額
の
報
酬
を
受
け
る
。

こ
の
報
酬
は
、
在
任
中
、
こ
れ
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

   

第
八
十
条 

下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
最
高
裁
判
所
の
指
名
し
た
者
の
名
簿

に
よ
つ
て
、
内
閣
で
こ
れ
を
任
命
す
る
。
そ
の
裁
判
官
は
、
任
期
を
十
年
と

し
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
法
律
の
定
め
る
年
齢
に
達
し
た

時
に
は
退
官
す
る
。 

② 
下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
す
べ
て
定
期
に
相
当
額
の
報
酬
を
受
け
る
。

こ
の
報
酬
は
、
在
任
中
、
こ
れ
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

  

第
八
十
一
条 
最
高
裁
判
所
は
、
一
切
の
法
律
、
命
令
、
規
則
又
は
処
分
が
憲

法
に
適
合
す
る
か
し
な
い
か
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
終
審
裁
判
所
で



 

二
一 

審
裁
判
所
で
あ
る
。 

 
（
裁
判
の
公
開
） 

第
八
十
二
条 

裁
判
の
口
頭
弁
論
及
び
公
判
手
続
並
び
に
判
決
は
、
公
開
の
法

廷
で
行
う
。 

２ 

裁
判
所
が
、
裁
判
官
の
全
員
一
致
で
、
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
決
し
た
場
合
に
は
、
口
頭
弁
論
及
び
公
判
手
続
は
、

公
開
し
な
い
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
政
治
犯
罪
、
出
版
に
関
す

る
犯
罪
又
は
第
三
章
で
保
障
す
る
国
民
の
権
利
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
事

件
の
口
頭
弁
論
及
び
公
判
手
続
は
、
常
に
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  
 

 

第
七
章 

財
政 

  

（
財
政
の
基
本
原
則
） 

第
八
十
三
条 

国
の
財
政
を
処
理
す
る
権
限
は
、
国
会
の
議
決
に
基
づ
い
て
行

使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

財
政
の
健
全
性
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
確
保
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
租
税
法
律
主
義
） 

第
八
十
四
条 

租
税
を
新
た
に
課
し
、
又
は
変
更
す
る
に
は
、
法
律
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。 

  

（
国
費
の
支
出
及
び
国
の
債
務
負
担
） 

第
八
十
五
条 

国
費
を
支
出
し
、
又
は
国
が
債
務
を
負
担
す
る
に
は
、
国
会
の

議
決
に
基
づ
く
こ
と
を
必
要
と
す
る
。 

  

（
予
算
） 

第
八
十
六
条 

内
閣
は
、
毎
会
計
年
度
の
予
算
案
を
作
成
し
、
国
会
に
提
出
し

て
、
そ
の
審
議
を
受
け
、
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

内
閣
は
、
毎
会
計
年
度
中
に
お
い
て
、
予
算
を
補
正
す
る
た
め
の
予
算
案

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

内
閣
は
、
当
該
会
計
年
度
開
始
前
に
第
一
項
の
議
決
を
得
ら
れ
る
見
込
み

あ
る
。 

  

第
八
十
二
条 

裁
判
の
対
審
及
び
判
決
は
、
公
開
法
廷
で
こ
れ
を
行
ふ
。 

 

② 

裁
判
所
が
、
裁
判
官
の
全
員
一
致
で
、
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害

す
る
虞
が
あ
る
と
決
し
た
場
合
に
は
、
対
審
は
、
公
開
し
な
い
で
こ
れ
を
行

ふ
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
政
治
犯
罪
、
出
版
に
関
す
る
犯
罪
又
は
こ
の
憲

法
第
三
章
で
保
障
す
る
国
民
の
権
利
が
問
題
と
な
つ
て
ゐ
る
事
件
の
対
審

は
、
常
に
こ
れ
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
七
章 

財
政 

 

 

第
八
十
三
条 

国
の
財
政
を
処
理
す
る
権
限
は
、
国
会
の
議
決
に
基
い
て
、
こ

れ
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

〔
新
設
〕 

   

第
八
十
四
条 

あ
ら
た
に
租
税
を
課
し
、
又
は
現
行
の
租
税
を
変
更
す
る
に

は
、
法
律
又
は
法
律
の
定
め
る
条
件
に
よ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。 

  

第
八
十
五
条 

国
費
を
支
出
し
、
又
は
国
が
債
務
を
負
担
す
る
に
は
、
国
会
の

議
決
に
基
く
こ
と
を
必
要
と
す
る
。 

  

第
八
十
六
条 

内
閣
は
、
毎
会
計
年
度
の
予
算
を
作
成
し
、
国
会
に
提
出
し
て
、

そ
の
審
議
を
受
け
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

〔
新
設
〕 

 

〔
新
設
〕 



 

 

二
二 

が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
暫
定
期
間
に
係
る
予
算
案
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

４ 
毎
会
計
年
度
の
予
算
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
会
の
議
決

を
経
て
、
翌
年
度
以
降
の
年
度
に
お
い
て
も
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

（
予
備
費
） 

第
八
十
七
条 

予
見
し
難
い
予
算
の
不
足
に
充
て
る
た
め
、
国
会
の
議
決
に
基

づ
い
て
予
備
費
を
設
け
、
内
閣
の
責
任
で
こ
れ
を
支
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

２ 

全
て
予
備
費
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
内
閣
は
、
事
後
に
国
会
の
承
諾
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
皇
室
財
産
及
び
皇
室
の
費
用
） 

第
八
十
八
条 

全
て
皇
室
財
産
は
、
国
に
属
す
る
。
全
て
皇
室
の
費
用
は
、
予

算
案
に
計
上
し
て
国
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
公
の
財
産
の
支
出
及
び
利
用
の
制
限
） 

第
八
十
九
条 

公
金
そ
の
他
の
公
の
財
産
は
、
第
二
十
条
第
三
項
た
だ
し
書
に

規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
宗
教
的
活
動
を
行
う
組
織
若
し
く
は
団
体
の
使

用
、
便
益
若
し
く
は
維
持
の
た
め
支
出
し
、
又
は
そ
の
利
用
に
供
し
て
は
な

ら
な
い
。 

２ 

公
金
そ
の
他
の
公
の
財
産
は
、
国
若
し
く
は
地
方
自
治
体
そ
の
他
の
公
共

団
体
の
監
督
が
及
ば
な
い
慈
善
、
教
育
若
し
く
は
博
愛
の
事
業
に
対
し
て
支

出
し
、
又
は
そ
の
利
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

 

（
決
算
の
承
認
等
） 

第
九
十
条 

内
閣
は
、
国
の
収
入
支
出
の
決
算
に
つ
い
て
、
全
て
毎
年
会
計
検

査
院
の
検
査
を
受
け
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
年
度
に
そ
の

検
査
報
告
と
と
も
に
両
議
院
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

会
計
検
査
院
の
組
織
及
び
権
限
は
、
法
律
で
定
め
る
。 

３ 

内
閣
は
、
第
一
項
の
決
算
報
告
の
内
容
を
予
算
案
に
反
映
さ
せ
、
国
会
に

対
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

〔
新
設
〕 

   

第
八
十
七
条 

予
見
し
難
い
予
算
の
不
足
に
充
て
る
た
め
、
国
会
の
議
決
に
基

い
て
予
備
費
を
設
け
、
内
閣
の
責
任
で
こ
れ
を
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

② 

す
べ
て
予
備
費
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
内
閣
は
、
事
後
に
国
会
の
承
諾
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

第
八
十
八
条 

す
べ
て
皇
室
財
産
は
、
国
に
属
す
る
。
す
べ
て
皇
室
の
費
用
は
、

予
算
に
計
上
し
て
国
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

第
八
十
九
条 

公
金
そ
の
他
の
公
の
財
産
は
、
宗
教
上
の
組
織
若
し
く
は
団
体

の
使
用
、
便
益
若
し
く
は
維
持
の
た
め
、
又
は
公
の
支
配
に
属
し
な
い
慈
善
、

教
育
若
し
く
は
博
愛
の
事
業
に
対
し
、
こ
れ
を
支
出
し
、
又
は
そ
の
利
用
に

供
し
て
は
な
ら
な
い
。 

     
第
九
十
条 

国
の
収
入
支
出
の
決
算
は
、
す
べ
て
毎
年
会
計
検
査
院
が
こ
れ
を

検
査
し
、
内
閣
は
、
次
の
年
度
に
、
そ
の
検
査
報
告
と
と
も
に
、
こ
れ
を
国

会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

② 

会
計
検
査
院
の
組
織
及
び
権
限
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。 

〔
新
設
〕 

 



 

二
三 

  
（
財
政
状
況
の
報
告
） 

第
九
十
一
条 

内
閣
は
、
国
会
に
対
し
、
定
期
に
、
少
な
く
と
も
毎
年
一
回
、

国
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  
 

 

第
八
章 
地
方
自
治 

 

 

（
地
方
自
治
の
本
旨
） 

第
九
十
二
条 

地
方
自
治
は
、
住
民
の
参
画
を
基
本
と
し
、
住
民
に
身
近
な
行

政
を
自
主
的
、
自
立
的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
う
。 

２ 

住
民
は
、
そ
の
属
す
る
地
方
自
治
体
の
役
務
の
提
供
を
等
し
く
受
け
る
権

利
を
有
し
、
そ
の
負
担
を
公
平
に
分
担
す
る
義
務
を
負
う
。 

 

 

（
地
方
自
治
体
の
種
類
、
国
及
び
地
方
自
治
体
の
協
力
等
） 

第
九
十
三
条 

地
方
自
治
体
は
、
基
礎
地
方
自
治
体
及
び
こ
れ
を
包
括
す
る
広

域
地
方
自
治
体
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
そ
の
種
類
は
、
法
律
で
定
め
る
。 

２ 

地
方
自
治
体
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
基
本
的
事
項
は
、
地
方
自
治
の

本
旨
に
基
づ
い
て
、
法
律
で
定
め
る
。 

３ 

国
及
び
地
方
自
治
体
は
、
法
律
の
定
め
る
役
割
分
担
を
踏
ま
え
、
協
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
自
治
体
は
、
相
互
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

  

（
地
方
自
治
体
の
議
会
及
び
公
務
員
の
直
接
選
挙
） 

第
九
十
四
条 

地
方
自
治
体
に
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
条
例
そ

の
他
重
要
事
項
を
議
決
す
る
機
関
と
し
て
、
議
会
を
設
置
す
る
。 

２ 

地
方
自
治
体
の
長
、
議
会
の
議
員
及
び
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
公
務
員

は
、
当
該
地
方
自
治
体
の
住
民
で
あ
っ
て
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
が
直
接
選

挙
す
る
。 

 

 

（
地
方
自
治
体
の
権
能
） 

第
九
十
五
条 

地
方
自
治
体
は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
権
能
を
有
し
、
法
律

の
範
囲
内
で
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

  

第
九
十
一
条 

内
閣
は
、
国
会
及
び
国
民
に
対
し
、
定
期
に
、
少
く
と
も
毎
年

一
回
、
国
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
八
章 

地
方
自
治 

  

〔
新
設
〕 

     

〔
新
設
〕 

 

第
九
十
二
条 

地
方
公
共
団
体
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
は
、
地
方
自

治
の
本
旨
に
基
い
て
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。 

〔
新
設
〕 

 

   

第
九
十
三
条 

地
方
公
共
団
体
に
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

議
事
機
関
と
し
て
議
会
を
設
置
す
る
。 

② 

地
方
公
共
団
体
の
長
、
そ
の
議
会
の
議
員
及
び
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の

吏
員
は
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
住
民
が
、
直
接
こ
れ
を
選
挙
す
る
。 

   

第
九
十
四
条 
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
財
産
を
管
理
し
、
事
務
を
処
理
し
、

及
び
行
政
を
執
行
す
る
権
能
を
有
し
、
法
律
の
範
囲
内
で
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 



 

 

二
四 

  
（
地
方
自
治
体
の
財
政
及
び
国
の
財
政
措
置
） 

第
九
十
六
条 

地
方
自
治
体
の
経
費
は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
課
す

る
地
方
税
そ
の
他
の
自
主
的
な
財
源
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
。 

２ 

国
は
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
前
項
の
自
主
的
な
財
源
だ
け
で
は
地
方

自
治
体
の
行
う
べ
き
役
務
の
提
供
が
で
き
な
い
と
き
は
、
法
律
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
地
方
自
治
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

  

（
地
方
自
治
特
別
法
） 

第
九
十
七
条 

特
定
の
地
方
自
治
体
の
組
織
、
運
営
若
し
く
は
権
能
に
つ
い
て

他
の
地
方
自
治
体
と
異
な
る
定
め
を
し
、
又
は
特
定
の
地
方
自
治
体
の
住
民

に
の
み
義
務
を
課
し
、
権
利
を
制
限
す
る
特
別
法
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
そ
の
地
方
自
治
体
の
住
民
の
投
票
に
お
い
て
有
効
投
票
の
過
半

数
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
、
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

  
 

 

第
九
章 

緊
急
事
態 

  

（
緊
急
事
態
の
宣
言
） 

第
九
十
八
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻

撃
、
内
乱
等
に
よ
る
社
会
秩
序
の
混
乱
、
地
震
等
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
災

害
そ
の
他
の
法
律
で
定
め
る
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
閣
議
に
か
け
て
、
緊
急
事

態
の
宣
言
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

緊
急
事
態
の
宣
言
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
前
又
は
事
後

に
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
不
承
認
の
議
決
が
あ
っ
た
と

き
、
国
会
が
緊
急
事
態
の
宣
言
を
解
除
す
べ
き
旨
を
議
決
し
た
と
き
、
又
は

事
態
の
推
移
に
よ
り
当
該
宣
言
を
継
続
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
閣
議
に
か
け
て
、
当
該
宣
言
を
速
や

か
に
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
百
日
を
超
え
て
緊
急
事
態
の
宣

言
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
百
日
を
超
え
る
ご
と
に
、
事
前
に
国
会

  

〔
新
設
〕 

        

第
九
十
五
条 

一
の
地
方
公
共
団
体
の
み
に
適
用
さ
れ
る
特
別
法
は
、
法
律
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
住
民
の
投
票
に
お
い
て
そ

の
過
半
数
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
、
国
会
は
、
こ
れ
を
制
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。 

     

〔
新
設
〕 

            



 

二
五 

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 
第
二
項
及
び
前
項
後
段
の
国
会
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
条
第
二
項

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
三
十
日
以
内
」
と

あ
る
の
は
、
「
五
日
以
内
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

  

（
緊
急
事
態
の
宣
言
の
効
果
） 

第
九
十
九
条 

緊
急
事
態
の
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
法
律
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
内
閣
は
法
律
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
政
令
を
制
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
は
財
政
上
必
要
な
支
出
そ
の
他
の
処
分

を
行
い
、
地
方
自
治
体
の
長
に
対
し
て
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

２ 

前
項
の
政
令
の
制
定
及
び
処
分
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
事
後
に
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

緊
急
事
態
の
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
何
人
も
、
法
律
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
宣
言
に
係
る
事
態
に
お
い
て
国
民
の
生
命
、
身
体
及

び
財
産
を
守
る
た
め
に
行
わ
れ
る
措
置
に
関
し
て
発
せ
ら
れ
る
国
そ
の
他

公
の
機
関
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、

第
十
四
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
そ
の
他
の
基
本
的
人
権

に
関
す
る
規
定
は
、
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

緊
急
事
態
の
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
法
律
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
宣
言
が
効
力
を
有
す
る
期
間
、
衆
議
院
は
解
散
さ
れ
な

い
も
の
と
し
、
両
議
院
の
議
員
の
任
期
及
び
そ
の
選
挙
期
日
の
特
例
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
。 

  
 

 

第
十
章 

改
正 

 

第
百
条 

こ
の
憲
法
の
改
正
は
、
衆
議
院
又
は
参
議
院
の
議
員
の
発
議
に
よ

り
、
両
議
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
議
員
の
過
半
数
の
賛
成
で
国
会
が
議
決
し
、

国
民
に
提
案
し
て
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
承
認
に
は
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
国
民
の
投
票
に
お
い
て
有
効
投

票
の
過
半
数
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
。 

２ 

憲
法
改
正
に
つ
い
て
前
項
の
承
認
を
経
た
と
き
は
、
天
皇
は
、
直
ち
に
憲

法
改
正
を
公
布
す
る
。 

      

〔
新
設
〕 

                 

第
九
章 

改
正 

 
第
九
十
六
条 

こ
の
憲
法
の
改
正
は
、
各
議
院
の
総
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の

賛
成
で
、
国
会
が
、
こ
れ
を
発
議
し
、
国
民
に
提
案
し
て
そ
の
承
認
を
経
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
承
認
に
は
、
特
別
の
国
民
投
票
又
は
国
会
の
定
め

る
選
挙
の
際
行
は
れ
る
投
票
に
お
い
て
、
そ
の
過
半
数
の
賛
成
を
必
要
と
す

る
。 

② 

憲
法
改
正
に
つ
い
て
前
項
の
承
認
を
経
た
と
き
は
、
天
皇
は
、
国
民
の
名

で
、
こ
の
憲
法
と
一
体
を
成
す
も
の
と
し
て
、
直
ち
に
こ
れ
を
公
布
す
る
。 



 

 

二
六 

  
 

 

第
十
一
章 

最
高
法
規 

 

〔
削
除
〕 

  

   

（
憲
法
の
最
高
法
規
性
等
） 

第
百
一
条 

こ
の
憲
法
は
、
国
の
最
高
法
規
で
あ
っ
て
、
そ
の
条
規
に
反
す
る

法
律
、
命
令
、
詔
勅
及
び
国
務
に
関
す
る
そ
の
他
の
行
為
の
全
部
又
は
一
部

は
、
そ
の
効
力
を
有
し
な
い
。 

２ 

日
本
国
が
締
結
し
た
条
約
及
び
確
立
さ
れ
た
国
際
法
規
は
、
こ
れ
を
誠
実

に
遵
守
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。 

  

（
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
） 

第
百
二
条 

全
て
国
民
は
、
こ
の
憲
法
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

国
会
議
員
、
国
務
大
臣
、
裁
判
官
そ
の
他
の
公
務
員
は
、
こ
の
憲
法
を
擁

護
す
る
義
務
を
負
う
。 

  
 

 

附 

則 

  

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
憲
法
改
正
は
、
平
成
○
年
○
月
○
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次

項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
施
行
に
必
要
な
準
備
行
為
） 

２ 

こ
の
憲
法
改
正
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
法
律
の
制
定
及
び
改
廃
そ

の
他
こ
の
憲
法
改
正
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
準
備
行
為
は
、
こ
の
憲
法

改
正
の
施
行
の
日
よ
り
も
前
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
適
用
区
分
等
） 

３ 

改
正
後
の
日
本
国
憲
法
第
七
十
九
条
第
五
項
後
段
（
改
正
後
の
第
八
十
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
改
正
前
の
日
本
国

憲
法
の
規
定
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
及
び
下
級
裁
判
所

 

第
十
章 

最
高
法
規 

 

第
九
十
七
条 

こ
の
憲
法
が
日
本
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
人
類
の

多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、

過
去
幾
多
の
試
錬
に
堪
へ
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
対
し
、
侵
す
こ
と
の

で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

  

第
九
十
八
条 

こ
の
憲
法
は
、
国
の
最
高
法
規
で
あ
つ
て
、
そ
の
条
規
に
反
す

る
法
律
、
命
令
、
詔
勅
及
び
国
務
に
関
す
る
そ
の
他
の
行
為
の
全
部
又
は
一

部
は
、
そ
の
効
力
を
有
し
な
い
。 

② 

日
本
国
が
締
結
し
た
条
約
及
び
確
立
さ
れ
た
国
際
法
規
は
、
こ
れ
を
誠
実

に
遵
守
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。 

   

第
九
十
九
条 

天
皇
又
は
摂
政
及
び
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官
そ
の
他

の
公
務
員
は
、
こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負
ふ
。 

  
 

 

第
十
一
章 

補
則 

  

第
百
条 

こ
の
憲
法
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
を
経
過
し
た
日
か

ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。 

② 

こ
の
憲
法
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
法
律
の
制
定
、
参
議
院
議
員
の
選

挙
及
び
国
会
召
集
の
手
続
並
び
に
こ
の
憲
法
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な

準
備
手
続
は
、
前
項
の
期
日
よ
り
も
前
に
、
こ
れ
を
行
ふ
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
百
一
条 
こ
の
憲
法
施
行
の
際
、
参
議
院
が
ま
だ
成
立
し
て
ゐ
な
い
と
き

は
、
そ
の
成
立
す
る
ま
で
の
間
、
衆
議
院
は
、
国
会
と
し
て
の
権
限
を
行
ふ
。 

 

第
百
二
条 

こ
の
憲
法
に
よ
る
第
一
期
の
参
議
院
議
員
の
う
ち
、
そ
の
半
数
の



 

二
七 

の
裁
判
官
の
報
酬
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。 

４ 
こ
の
憲
法
改
正
の
施
行
の
際
現
に
在
職
す
る
下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
に

つ
い
て
は
、
そ
の
任
期
は
改
正
前
の
日
本
国
憲
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
任
期
の
残
任
期
間
と
し
、
改
正
後
の
日
本
国
憲
法
第
八
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

改
正
後
の
日
本
国
憲
法
第
八
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規

定
は
こ
の
憲
法
改
正
の
施
行
後
に
提
出
さ
れ
る
予
算
案
及
び
予
算
か
ら
、
同

条
第
三
項
の
規
定
は
こ
の
憲
法
改
正
の
施
行
後
に
提
出
さ
れ
る
同
条
第
一
項

の
予
算
案
に
係
る
会
計
年
度
に
お
け
る
暫
定
期
間
に
係
る
予
算
案
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
適
用
し
、
こ
の
憲
法
改
正
の
施
行
前
に
提
出
さ
れ
た
予
算
及
び
当
該

予
算
に
係
る
会
計
年
度
に
お
け
る
暫
定
期
間
に
係
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

６ 

改
正
後
の
日
本
国
憲
法
第
九
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
こ
の

憲
法
改
正
の
施
行
後
に
提
出
さ
れ
る
決
算
か
ら
適
用
し
、
こ
の
憲
法
改
正
の

施
行
前
に
提
出
さ
れ
た
決
算
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

者
の
任
期
は
、
こ
れ
を
三
年
と
す
る
。
そ
の
議
員
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
定
め
る
。 

 

第
百
三
条 

こ
の
憲
法
施
行
の
際
現
に
在
職
す
る
国
務
大
臣
、
衆
議
院
議
員
及

び
裁
判
官
並
び
に
そ
の
他
の
公
務
員
で
、
そ
の
地
位
に
相
応
す
る
地
位
が
こ

の
憲
法
で
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
者
は
、
法
律
で
特
別
の
定
を
し
た
場
合
を
除
い

て
は
、
こ
の
憲
法
施
行
の
た
め
、
当
然
に
は
そ
の
地
位
を
失
ふ
こ
と
は
な
い
。

但
し
、
こ
の
憲
法
に
よ
つ
て
、
後
任
者
が
選
挙
又
は
任
命
さ
れ
た
と
き
は
、

当
然
そ
の
地
位
を
失
ふ
。 

 
 

  



 

 

憲法改正推進本部 

 

平成２３年１２月２０日現在  
（平成２１年１２月 ４日設置） 

 

本 部 長 

 利 耕 輔 

 

最高顧問  

麻 生 太 郎  安 倍 晋 三  福 田 康 夫  森   喜 朗 

 

顧   問 

古 賀   誠  中 川 秀   野 田   毅 

 

谷 川 秀 善  中曽根 弘 文 

 

関 谷 勝 嗣  中 山 太 郎  船 田   元  保 岡 興 治 

 

副 会 長 

石 破   茂  木 村 太 郎  中 谷   元  平 沢 勝 栄 

古 屋 圭 司   

 

小 坂 憲 次  中 川 雅 治  溝 手 顕 正 

 

事務局長  

中 谷   元 

 

事務局次長 

井 上  治  近 藤 三津枝 

礒 崎 陽 輔  岡 田 直 樹 

 

（役員の並びは、五十音順） 



 

 

憲法改正推進本部 起草委員会 
 

平成２３年１２月２２日 

委 員 長 中 谷   元 

 

顧   問  利 耕 輔 

      小 坂 憲 次 
 

幹   事 川 口 順 子 
      中 川 雅 治 
      西 田 昌 司 

 
委   員 井 上  治 
      石 破   茂 
      木 村 太 郎 
      近 藤 三津枝＜兼務＞ 
      柴 山 昌 彦 
      田 村 憲 久 
      棚 橋 泰 文 
      中 川 秀  
      野 田   毅 
      平 沢 勝 栄 
      古 屋 圭 司 

 
      有 村 治 子 
      礒 崎 陽 輔＜兼務＞ 
      衛 藤 晟 一 
      大 家 敏 志 
      片 山 さつき 
      佐 藤 正 久 
      中曽根 弘 文 
      藤 川 政 人 
      古 川 俊 治 
      丸 山 和 也 
      山 谷 えり子 
      若 林 健 太 

 
事 務 局 長 礒 崎 陽 輔 

 
事務局次長 近 藤 三津枝 
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